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マリンのブログも見てね。「マリン記者」で検索。

　睡鳩荘など軽井沢
に多くの建築物を残
したＷ．Ｍ．ヴォー
リズ。その建築文化
を継承・研究する「ヴ
ォーリズ建築文化全
国ネットワーク」が、
軽井沢で第 10 回記念フォーラムを開催する。6
月 4 日（土）は関西学院院長・田淵結さんによる
講演会「ヴォーリズの軽井沢；the land of “comfort 
and joy”」をユニオンチャーチで。また軽井沢ナ
ショナルトラスト会長の大久保保さんが「軽井沢
この 10 年のヴォーリズ建築」と題して報告会を
行う。5 日（日）には「歴史の道とヴォーリズ建築」
の見学会を開く。第 1 回目は 2007 年に軽井沢で
開催し、その後、神戸や近江八幡、北見などで行
ってきた。問い合わせ TEL090-1056-1226

ヴォーリズ建築文化全国ネットワーク

第 10 回は軽井沢で開催

　軽井沢本通りの洋服店「カウントインディゴ」
の 2 階に 4 月 28 日、古本などを扱う書店「カウ
ントブックス」がオープンした。完全予約制の古
書店「な夕書（なたしょ）」（香川県高松市）を営
む藤井佳之さんが選書を担当。本好きの「カウン
トインディゴ」オーナーが、藤井さんから本を購
入したことがきっかけで、ブックディレクション
を依頼。堀辰雄や北杜夫といった軽井沢にゆかり
ある作家の作品から、自然や暮しなど多岐にわた
るジャンルの書籍 400 点以上を揃え、雑誌や絵
本の新刊も扱う。「旅行者にとって、旅先での本
との出会いの場になってほしい。地元の人には、

『こういう本が欲しい』と
いうリクエストも言って
もらえれば」と藤井さん。

本好きオーナーと高松市の古書店主コラボ

本通りに書店がオープン
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　軽井沢青年会議所（JC）は 4 月 18 日、青少年
事業としてマレーシア・ペナン島で開催されたア
ジア青少年国際交流に、軽井沢中学 3 年の鴨志田
巽君を派遣したことを報告した。鴨志田君は 3 月
16-22 日の一週間、ペナン島を訪れ香港、韓国、
マレーシアなどから集まった 13 ～ 15 歳の 75 名
と交流、ホームステイなどを体験した。初の海外
で言葉や文化の違いに戸惑いながらも、唯一の日
本人参加者として、日本の思いやりやおもてなし
について英語で発表した。「みんなに積極的に話
しかけてもらえて、日本に対して好印象の人が多
いと思った。言語や文化、
世界の広さを感じて、海
外への関心が高まった」
と感想を述べた。軽井沢
JC では今後も同事業の
継続を検討している。

軽井沢 JC 海外青少年国際交流事業へ

地元中学生を派遣

Sketched by T.Nagasawa
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右から 2 人目が鴨志田君。
店内には古道具などの雑貨も並び、カ
フェスペースではコーヒーも提供する。


